




























































































































































医療機関認定制度（Japan Medical Service Accreditation for International Patients 
: 以下JMIP）」を受審し、2018年1月に赤十字病院で最初の認定病院となった。栄養課
で実施している、外国人患者にも安全かつ安心して受診いただける取り組みと、食
事対応事例等を報告する。
【内容】１）外国人患者の食文化の違いに配慮した食事の対応 ：（1）宗教や菜食主義な
どの信条等に柔軟に対応する食事の提供、（2）洋風献立の内容の見直しとリニュー
アルを行った。２）外国人患者に食事に関する必要な情報を説明／聴取するための対
応 ：（1）宗教や主義、アレルギーやその他治療上の理由で制限される食品の情報を
得るための対訳ピクトグラム、（2）当院で対応可能なハラール食の範囲の説明と同意
表、（3）病棟スタッフが食種や主食の希望を聴取する時に使用する対訳の聞き取り
表、（4）献立と使用食材が明記されている英語（その他言語は必要に応じ準備する）献
立表を、全病棟の電子カルテ搭載PCから常時出力できるよう掲載している。３）外国
人患者への言語対応 ：（1）英語での食事状況や栄養状態確認・栄養指導に備え、「指
さし会話マニュアル」やタブレット端末、写真と多言語表記入りの「食材図鑑」、フー
ドモデルなどの整備、（2）栄養課外周や栄養指導室への英語案内の併記を行った。
【まとめ】JMIP受診を機に様々なツールを整備し直し、外国人患者の受け入れ体制を
強化することができた。今後とも「おもてなし」の心を届けられるよう、栄養課職員
一同業務にあたっていきたい。
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